
まえがき＝近年，地球的環境問題の高まりのなか，表面
処理鋼板の防錆処理として使用されてきた環境負荷物質
である 6価クロムを含むクロメート処理を排除する動き
が加速している。このような動きの中で，複賜 ４燓
ンタ業界においてもクロメートフ者
れており，既に筐体およ薯紙搬送や光学系，制御系ユニ
ットのシャーシ類などは，クロメートフ者
板「コーべジンク・グ者GX －K 2 処理」など
が採用されている。これツ檞
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良好な油への変更さらには省略を実施している。なお，
潤滑鋼板の皮膜はポリウレタン系の樹脂（有機質）が主
体となっているため，接着剤層（有機質）との接着強度
も大きく，プライマ処理が省略できるというメリットも
生じる（図 6）。しかし，潤滑鋼板はブレード用材料とし
ての思想で皮膜設計がされていないため，ブレードメー
カが特に重要視するホルダからゴムが剥離した際の剥離
界面が安定しないという問題を抱えている。

3．クロメートフリー皮膜設計の考え方

1）加工性
　加工性に関しては，前述の潤滑鋼板の樹脂に準ずる強
靭なベース樹脂の選定と潤滑性の付与などを考慮した皮
膜設計が必要になる。











 1 ） 加工性および耐熱性の翰靜 廞 D
溶融温度が200℃以上のポリウレタン系樹脂を選定し
た。

 2 ） 潤滑性の付与は，軟化靜 棽 孅愀呱 祕
ンワックス粒子をクロメートフリー皮膜中に初期の形


